
ワクワク体験ＦＥＳ 参加報告書 

 

１．実施概要 

２０２５年１２月６日および７日に旭川西イオン会場にて「ワクワク体験ＦＥＳ」が実

施されました。 

この両日で計３８ブースの出展があり、本校は３分の１にあたる１２ブース相当を出展

致しました（表１）。 

本校ブースを中心とした当日の様子はパネル写真にまとめました（図１）。 

また、本報告書は、イベントに参加した本校教員の意見に基づき当日の様子をまとめた

ものです。 

 

イベント名 ワクワク体験ＦＥＳ 

会場 旭川西イオン会場 

日程 １２月６日（土）、７日（日）  

目的 

子供たちへの理科教育、自然科学の楽しさを理解してもらうことに

加え、専門学校の紹介や職業体験を含む内容も加味したものであっ

た。 

出展 

看護・医療分野の体験ブース（血圧測定、血管年齢測定、塗り絵、

パズル、骨模型での学習、作業療法体験、ドライブシュミレータ

ー、顕微鏡による細胞・組織の観察など）。 

 

２．参加者の傾向 

【子供達の年齢層】 

当初小学校高学年から中学校・高校生の参加者を予想していたが、来場者は家族づれが

中心であり、子供たちは主に就学前児童から小学３～４年生程度で構成されていた。 

【来場者】 

ショッピングモールでの開催であったため、イベント目的だけでなく、買い物ついでに

立ち寄った家族連れが案外多いと感じられた。 

【保護者の反応】 

保護者のアンケートや直接の質問回答では、我が子が体験に熱心に集中する姿を見て、

「子供の新たな面を知った」という発見や気づきがあり、好評であった。 

【学校認知度】 

北都保健福祉専門学校の認知度については、子育て世代では「聞いたことはあるが、よ

くわからない」という回答が多く、あまり知られていないことが改めて確認された。 

【来訪者数】 

本校ブースを訪れた来訪者総数は少なくとも６００名を超えおり（推計）、参加者全体

の８０％以上が本校ブースにも立ち寄ってもらえたようである。 



 

３．まとめ 

このイベントでは、白衣の着用体験などを通じて看護学科のイメージを伝えたり、骨標

本を触ることで人体に興味をもってもらえるような対応など、貴重な体験を子供達に提供

できたように思われる。 

今後、これらの経験を活かしながらコンテンツの磨き上げと、イベントの特性に合わせ

た準備を進めることが重要と考えられる。 

今後も、このような活動が本校の認知度を高める継続的な働きかけになっていくものと

期待される。 

 

４．主催者側からのコメント 

 主催者発表では、今回のワクワク体験ＦＥＳでは合計７００～８００名ほどの参加者が

あった。 

また、旭川西イオン担当者からは、想定を超える多くの来場者にショッピングモールと

してビジネス的な手応えを感じたとの感想であり、次回も開催を支援したいとのことでし

た。 

主催者としては、旭川市民や近隣住民の学びの場として恒例のイベントになることを期

待しているとこのことでした。 

  



 

 

 

 

 



パネルＡ）およびＢ） 

理学療法学科の対応。親子づれ

が骨標本を触って、それらのつ

ながりを熱心に調べていまし

た。 

 

パネルＣ） 

作業療法学科のブース。教員が

自助具や頭の体操になるリハビ

リ用具を説明しているところで

す。 

 

パネルＤ） 

看護学科のブース。子供達がお

絵かきコーナーを体験している

ところ。次の来訪者も何組も並

んでいました。 

 

パネルＥ） 

作業療法学科のドライブシュミ

レーター。２日間で一番多くの

子供たちが訪れた本校の一番人

気のブースでした。 

 

パネルＦ） 

校長による顕微鏡実習の説明。

写真のピントが甘くよく見えま

せんが、みじんこの動きにハマ

った子供達がいつまでも飽きる

ことなく観察していました。 

 

パネルＧ） 

西イオン２階から１階のブース

全体を眺めたこところ。写真で

は６０数名がブース体験やその

順番待ちをしていましたが、常

にこのような状態であり、今回

のフェスはとても盛況でありました。 


